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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人
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孔  口  標  高

総  掘  進  長
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栃木県宇都宮土木事務所 2008-10-17 ～ 2008-10-20
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81.98 0.60 1.00
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81.48 0.50 1.50
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78.28 3.20 4.70
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表土(耕作土)、含水比中～上位
腐植混入
含水・粘性上位
少量の腐植物混入し粘性増す
-1.0m掘削時水0.60mに確認する
含水粘性上位、φ10～30mmr位の
礫約10％程度混じる、繊維質腐植
物全体に混じる
φ10～50mm位の亜円～亜角礫主
体、φ100～150mm玉石が点在す
る。マトリックスは粗砂主体で充
填する。玉石コア長
50～70mm（推定
φ100～150mm)が点在する。
全体に含水量多く、崩れ易い状態
、孔の自立性悪い、目視礫率
70％程度

φ10～30mmの亜円礫主体、マト
リックスは細砂で幾分粘土含む
全体に風化礫片混じる
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